
 

 

 

 

 

 日  時：平成 26 年７月 26 日（土）午後２時～午後４時（開場 13:30～） 

 場 所：ガレリアかめおか 2階 大広間 

 次 第 

１ オープニング 

出雲風流花踊り（出雲風流花踊り保存会） 

２ あいさつ（山田啓二京都府知事） 

３ パネルディスカッション        

パネリスト（50 音順・敬称略） 

 黒川  孝宏／明日の京都丹波ビジョン懇話会委員、亀岡市文化資料館館長 

 神田  和行／美山町観光協会会長 

 寺井  昌夫／京・来て観て丹波の会会長 

 松永  敬子／龍谷大学経営学部教授 

 森    悠／京都府立大学公共政策学部学生・京都丹波写ガール隊隊長 

 山本  美砂／ホテルグランヴィア京都チーフコンシェルジュ 

 山田  啓二／京都府知事 

司会・コーディネーター／竹内 弘一（ＫＢＳ京都アナウンサー） 

 

４ フロア(会場)との意見交換                             

   

 

  

◆ステージ配席図（敬称略） 
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『森の京都・自然の恵みの活用と交流』 

   ☞ 神田 和行（こうだ かずゆき)さん   美山町観光協会会長 

京都丹波は面積の 8 割を占める森をはじめとした豊かな自然に恵まれた地域で、その中で、森・

里・川が育んだ様々な恵みに溢れている。こうした都会にはない豊かな自然や森の資源の活用と都

市・農村交流による地域活性化について提案 

『市町の垣根を越えた京都丹波で一丸となった観光振興』 

   ☞ 寺井 昌夫(てらい まさお)さん   京・来て観て丹波の会会長   

「探る・学ぶ・繋がる・売る・活きる」を合い言葉に京都丹波の観光関連企業が市町村や様々な業 

種を越えた一体的な取組を進めている。食、観光地、名産品などの情報共有や連携を図ることで、 

互いが持つ強みを知り、地域が一丸となった活性化や産業振興を提案 

『運動・スポーツ施設の整備を見据えた地域振興』 

   ☞ 松永 敬子(まつなが けいこ)さん    龍谷大学経営学部スポーツサイエンスコース教授 

京都丹波地域では、（仮）京都スタジアムや府立丹波自然運動公園でのトレーニングセンターの整

備が進められています。こうした交流基盤や高速道路の整備を踏まえ、健康づくりやスポーツツー

リズムなど「地域スポーツコミッション」をキーワードとした地域の振興を提案 

『京都丹波の魅力の発揮・おもてなし』 

   ☞ 山本 美砂(やまもと みさ)さん  ホテルグランヴィア京都チーフコンシェルジュ 

世界中から訪れる国際観光都市京都から、京都市内にはない良さを持つ京都丹波へのお客さまを誘

客するための京都丹波のプラン（楽しみ方）づくりや、内外への情報発信、京都丹波におけるおも

てなしの充実を提案 

 

『京都丹波』の地域資源を活かした地域の活性化 

『京都の歴史に繋がる京都丹波ブランド』 

   ☞ 黒川 孝宏（くろかわ たかひろ)さん  明日の京都丹波ビジョン懇話会委員・亀岡市文化資料館館長 

京都丹波地域は古くから交通の要衝として、また、京阪神を結ぶ結節点としての役割を担い、歴史

や風土、食材が千年の京の都を支えてきました。京都の歴史に繋がるブランドを活かした地域の活

性化について提案 

『女子力アップで地域の元気づくり』 

   ☞ 森  悠(もり はるか)さん  京都府立大学公共政策学部学生・京都丹波写ガール隊隊長 

若者、女性の視点で地域の魅力を再発見し、フェイスブックなど情報発信する「京都丹波・写ガー

ル隊」に取り組んでいます。大好きになった京都丹波の魅力を多くの人に伝え、女子力をアップで

地域の元気づくりを提案 


